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便利なアプリのご紹介

●スマホが通帳代わりに使えて便利！

●振込機能はないから詐欺の心配も不要！

●投資信託口座開設、残高照会、購入・

　売却もできる！

ＪＡバンクアプリ
手軽に管理できるぞう。

ダウンロードは
こちらから！

●振込・振替、定期貯金口座の開設も

　カンタン！

●登録情報の変更手続きもできる！

●ローンの明細照会、繰上返済が

　スマホでできる！

ＪＡバンクアプリ プラス
いつでも手続きできるぞう。

ダウンロードは
こちらから！

https://www.ja-nishikasugai.com/https://www.ja-nishikasugai.com/
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米
の
概
算
金
支
払
は
一
般
的
な

取
引
な
の
か
。
　
　
　
　
　（
清
洲
）

　
米
の
販
売
方
法
は
、
出
荷
時
に
概
算

金
を
支
払
い
、
翌
年
ま
で
の
販
売
状
況

に
応
じ
て
精
算
を
行
う
委
託
販
売
が
主

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合
で
は
、Ｊ
Ａ
が
米

を
直
接
買
い
入
れ
る
買
取
販
売
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
買
取
販
売
は
販
売
代
金
が
早
期
に
精
算

さ
れ
、
経
営
の
見
通
し
が
立
て
や
す
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

QA
　
米
の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、Ｊ

Ａ
へ
の
集
荷
が
減
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　（
清
洲
）

　
令
和
５
年
度
と
令
和
６
年
度
を
比
較

す
る
と
、
カ
ン
ト
リ
ー
利
用
者
は
同
程

度
で
し
た
が
、
令
和
６
年
産
米
は
不
作

に
よ
り
集
荷
量
は
減
少
し
ま
し
た
。

QA
　
令
和
７
年
産
米
が
３
等
米
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
春
日
・
青
山
）

　
夏
場
の
高
温
の
影
響
に
よ
り
高
温
障

害
が
発
生
し
、
白
未
熟
粒
や
胴
割
れ
米

が
多
く
な
り
、
整
粒
歩
合
が
低
下
し
た

こ
と
が
原
因
で
す
。

QA
　
高
温
障
害
に
強
い
新
し
い
品
種

を
取
り
扱
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
春
日
・
青
山
）

　
早
生
の
高
温
耐
性
品
種
「
あ
い
ち
の

こ
こ
ろ
」
を
令
和
９
年
産
か
ら
導
入
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

QA
　
貸
借
対
照
表
の
借
入
金
は
な
に

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
新
規
就
農
者
へ
農
業
制
度
資
金
を
転
貸

す
る
た
め
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
借

り
入
れ
た
資
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

QA
　
今
後
金
利
が
上
昇
し
た
場
合
に

債
券
の
減
損
損
失
を
計
上
す
る
こ

と
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
上
半
期
貸

借
対
照
表
の
評
価
換
算
・
差
額
等
の
内
容
を

教
え
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　（
清
洲
・
師
勝
）

　
現
時
点
に
お
い
て
、
保
有
す
る
有
価

証
券
に
つ
い
て
減
損
損
失
の
計
上
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
金
利
水
準

の
変
化
に
よ
り
減
損
損
失
の
計
上
が
必
要
な
状

況
に
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

貸
借
対
照
表
で
は
、
保
有
す
る
有
価
証
券
の
う
ち
、

そ
の
他
有
価
証
券
の
評
価
差
額
△
6
5,
2
9
8

千
円
に
繰
延
税
金
資
産
1
8,
6
1
0
千
円
を
加

算
し
た
額
△
4
6,
6
8
8
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。 QA

　
上
半
期
損
益
計
算
書
の
事
業
外

費
用
の
増
加
要
因
は
、
50

周
年
記

念
事
業
に
よ
る
も
の
と
説
明
が
あ
っ

た
が
、
下
半
期
は
業
績
が
改
善
す
る
見
通
し

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
清
洲
）

　
下
半
期
は
上
半
期
と
比
較
し
て
事
業

外
費
用
が
減
少
し
、
利
益
が
改
善
す
る

見
通
し
で
す
が
、
金
利
上
昇
や
計
画
外

の
施
設
修
繕
に
よ
り
利
益
が
減
少
す
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
定
し
た
利
益
が

確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

QA
　
事
業
費
用
が
増
え
た
理
由
は
な

に
か
。
　
　
　       

　
　
　（
青
山
）

　
信
用
事
業
に
お
い
て
、
金
利
が
上
昇

し
、
貯
金
利
息
が
増
加
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。

QA
　
貸
金
庫
を
や
め
る
理
由
を
教
え

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
後
こ
の
よ

う
な
事
は
、
も
っ
と
早
く
案
内
し
て

ほ
し
い
。
　
　
　
　               

　
　（
師
勝
）

　
系
統
金
融
機
関
向
け
の
総
合
的
な
監

督
指
針
の
改
正
に
伴
い
、
不
祥
事
未
然

防
止
及
び
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

等
へ
の
対
策
に
よ
り
、
J
A
バ
ン
ク
で
は
貸
金

庫
業
務
の
管
理
体
制
を
強
化
し
、
貸
金
庫
の
利

用
中
に
常
時
職
員
の
立
ち
合
い
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
当
組
合
の
人
員
体
制
で
は
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
困
難
に
な
る
と
判
断
し
、
貸
金
庫
業

務
の
廃
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
業
務
終
了
日
の

５
か
月
前
の
ご
案
内
と
な
り
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

QA

　
農
林
中
央
金
庫
の
経
営
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。    

（
清
洲
）

　
農
林
中
央
金
庫
の
令
和
７
年
度
上
半

期
決
算
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
黒
字

と
強
固
な
収
益
基
盤
の
確
立
に
向
け
た

取
組
の
進
展
に
よ
り
、
連
結
ベ
ー
ス
で
８
４
６

億
円
の
黒
字
と
な
り
、
通
期
に
つ
い
て
も
３
０

０
億
円
か
ら
７
０
０
億
円
程
度
の
黒
字
と
な
る

見
通
し
で
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
３
月
に
当
組

合
を
含
む
県
下
Ｊ
Ａ
か
ら
愛
知
県
信
連
に
実
施

し
た
増
資
資
金
を
原
資
に
、
愛
知
県
信
連
が
農

林
中
央
金
庫
の
資
本
増
強
に
協
力
し
て
お
り
、

信
用
格
付
は
維
持
、
自
己
資
本
比
率
に
つ
い
て

も
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

QA
　
全
国
で
不
祥
事
が
多
く
発
生
し

て
い
る
が
、
当
Ｊ
Ａ
で
の
対
応
は

ど
う
し
て
い
る
か
。           

（
青
山
）

　
不
祥
事
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
支
店

長
等
の
管
理
者
と
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
定
期
的
に
職
員
研
修
を
開
催

し
、
不
祥
事
の
未
然
防
止
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

QA
　
今
年
度
は
北
名
古
屋
市
商
工
会

と
共
催
で
商
工
農
祭
を
11

月
の
第

４
日
曜
日
に
開
催
す
る
が
、
次
年
度

以
降
の
開
催
時
期
は
ど
う
な
る
の
か
。   

（
青

  

今
年
度
は
会
場
確
保
の
都
合
に
よ
り

日
曜
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
北
名
古
屋

市
商
工
会
と
調
整
を
し
て
お
り
、
次
年

度
以
降
は
11
月
の
第
３
あ
る
い
は
第
４
土
曜
日

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

QA

　
女
性
役
員
の
登
用
状
況
を
教
え

て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
当
組
合
の
現
在
の
女
性
役
員
は
６
名

で
す
。
当
組
合
で
は
女
性
役
員
の
登
用

を
促
進
し
て
お
り
、
全
役
員
の
15
%
以

上
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
区
で
の

次
期
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
女

性
役
員
選
出
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

QA
　
西
枇
杷
島
支
店
は
店
舗
再
編
の

対
象
候
補
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
川
）

　
西
枇
杷
島
支
店
に
つ
い
て
は
、
店
舗

再
編
基
準
の
貯
金
残
高
及
び
支
店
間
距

離
の
両
基
準
に
該
当
し
て
い
ま
す
が
、

役
員
選
出
区
域
内
に
は
支
店
を
１
つ
以
上
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
時
点
に
お

い
て
は
対
象
外
で
す
。
な
お
、
青
山
支
店
も
同

様
の
理
由
で
対
象
外
で
す
。 

QA

　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

再
編
整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

検
討
内
容
を
教
え
て
ほ
し
い
。（

青
山
）

　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
再
編

整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
が
始

ま
っ
て
間
も
な
い
状
況
で
す
。
現
状
で

は
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
化
す
る
案
と
近
隣
J
A
の
施
設
を
利
用

す
る
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
第
８
次
中
期
計

画
の
期
間
中
に
は
結
論
を
出
す
予
定
で
す
。 

    

QA

　
保
有
米
の
白
米
へ
の
換
算
量
が

大
幅
に
減
少
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
師
勝
）

　
従
来
は
玄
米
１
俵
60
㎏
あ
た
り
白
米

54
㎏
で
換
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

の
気
候
変
動
に
よ
り
米
の
整
粒
歩
合
が

低
下
し
て
お
り
、
玄
米
１
俵
60
㎏
あ
た
り
白
米

50

㎏
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

QA

　
水
稲
の
直
播
栽
培
は
従
来
の
移

植
栽
培
と
比
べ
て
品
質
に
違
い
が

あ
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　（
春
日
）

　
収
穫
し
た
米
の
品
質
は
従
来
の
移
植

栽
培
と
比
較
し
て
も
遜
色
あ
り
ま
せ
ん
。

QA
　
特
定
農
作
業
委
託
（
全
面
委
託
）

の
取
扱
は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
春
日
）

　
自
作
か
ら
特
定
農
作
業
委
託
に
移
行

す
る
耕
作
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

QA

　
実
行
組
合
の
構
成
員
が
減
少
し

て
お
り
、
運
営
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
。Ｊ
Ａ
は
実
行
組
合
の
運

営
に
直
接
関
与
し
な
い
方
針
と
の
こ
と
だ
が
、

実
行
組
合
の
存
続
に
向
け
て
協
力
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
新
川
・
西
枇
杷
島
）

　
実
行
組
合
は
当
組
合
の
運
営
上
、
総

代
及
び
役
員
の
選
出
母
体
と
し
て
最
も

重
要
な
協
力
組
織
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
可
能
な
限
り
存
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
当

組
合
と
し
て
も
、
実
行
組
合
の
存
続
に
向
け
て

相
談
で
き
る
体
制
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

QA
　
准
組
合
員
は
何
名
い
る
か
、
正

組
合
員
と
の
比
率
は
ど
の
程
度
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
枇
杷
島
）

　
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
准
組
合

員
の
数
は
4
,
7
9
6
名
で
す
。
正
組

合
員
が
2
,
7
8
9
名
で
す
の
で
、
准

組
合
員
は
約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合

で
は
准
組
合
員
を
地
域
農
業
振
興
に
積
極
的
に

関
わ
る
地
域
農
業
応
援
団
と
し
て
位
置
付
け
て

お
り
、
正
組
合
員
と
准
組
合
員
が
一
体
と
な
っ

た
事
業
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

QA

　
総
代
会
資
料
が
総
代
会
の
事
前

と
事
後
に
２
回
送
ら
れ
て
き
た
が
、

費
用
の
無
駄
な
の
で
事
後
の
分
は
送

る
の
を
や
め
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　（
新
川
）

　
総
代
の
方
に
は
総
代
会
開
催
前
に
資

料
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総

代
会
終
了
後
に
は
出
資
配
当
金
の
通
知

に
併
せ
て
、
全
て
の
正
組
合
員
に
資
料
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。
出
資
配
当
金
の
通
知
に
併
せ

て
総
代
の
方
の
み
資
料
を
梱
包
し
な
い
扱
い
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
梱
包
ミ
ス
が
発
生
し
や
す

く
な
る
上
、
資
料
を
作
り
分
け
る
こ
と
に
つ
い

て
別
途
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
今
後

も
従
来
ど
お
り
の
送
付
方
法
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

QA

　
農
地
中
間
管
理
事
業
は
ど
の
よ

う
な
契
約
方
法
を
と
っ
て
い
る
の

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
春
）

　
借
り
手
と
相
談
し
、
使
用
貸
借
又
は

賃
貸
借
に
よ
る
契
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

QA
　
畦
畔
の
草
刈
り
費
用
は
ど
の
程

度
か
か
る
か
。
　
　
　
　
　（
西
春
）

　
対
象
農
地
の
面
積
や
廃
棄
す
る
草
の

量
で
料
金
が
異
な
り
ま
す
。
個
別
に
見

積
書
を
作
成
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 QA

　ＪＡ西春日井は昨年１１月、管内７地区において地区別代表

者集会を開催し、総代・各組織代表の皆さまから、組織運営に

対するご意見・ご質問を多数いただきました。 

　本号では、その主な内容と回答をご報告いたします。 

　組合員皆さまとの対話は、組織運営において欠かすことの

できない重要取組事項です。当ＪＡは、皆さまからいただいた

貴重な「声」を真摯に受け止め、今後に生かしてまいります。 

特集
地区別代表者集会の主なご意見・ご要望と回答

※回答は、地区別代表者集会開催時の内容となりますのでご了承ください。
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落語でセミナー

ＪＡ西春日井キャピタル部会

　
営
農
部
は
12
月
23
日
、
ア
グ
リ
マ
ル
シ
ェ
は
る

ひ
隣
の
営
農
倉
庫
で
し
め
縄
教
室
を
開
き
、
９
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
し
め
縄
に
は
、
青
刈
り
と
乾
燥
を
行
い
準
備
し

た
専
用
の
ワ
ラ
を
使
用
。
営
農
部
職
員
が
講
師
を

務
め
、
玄
関
用
の
し
め
飾
り
や
神
棚
に
飾
る
し
め

縄
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
講
師
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、

お
互
い
に
声
を
掛
け
教
え
あ
う
な
ど
し
て
作
業
を

進
め
、
開
始
か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
思
い
の
こ
も
っ

た
し
め
縄
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

﹁より﹂に思いを込めて

しめ縄教室

▲ワラをよる作業に挑戦する参加者

　
清
須
市
の
新
川
高
校
で
12
月
11
日
、
自
転
車
交

通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
通
学
や
日
常
生
活
に
お
い
て
自
転
車

の
利
用
頻
度
が
高
い
学
生
を
対
象
に
Ｊ
Ａ
共
済
が

実
施
す
る
地
域
貢
献
活
動
の
取
組
で
、
誤
っ
た
自

転
車
走
行
に
伴
う
交
通
事
故
の
再
現
に
よ
り
危
険

性
を
疑
似
体
験
し
、
交
通
安
全
へ
の
意
識
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
西
枇
杷
島
警
察
署
交
通
課

と
連
携
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
川
高
校
の
生
徒
と
教
職
員
関
係
者
は
、
ス
タ

ン
ト
マ
ン
に
よ
る
自
転
車
事
故
の
実
演
を
見
学
し
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
「
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な

ら
な
い
」
走
行
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

守ろう！自転車の運転ルール！

新川高校で交通安全教室

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
各
支
店
は
12

月
15

日
、
特
殊
詐

欺
未
然
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
殊
詐
欺
に
加
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
投
資
詐

欺
や
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
な
ど
に
よ
る
被
害
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
が
店
頭
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー

ナ
ー
の
利
用
者
に
声
を
か
け
、
地
域
特
産
の
宮
重

大
根
と
啓
発
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

　
西
枇
杷
島
支
店
で
は
、
西
枇
杷
島
警
察
署
生
活

安
全
課
や
愛
知
県
警
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
も

加
わ
り
、
利
用
者
に
「
知
ら
な
い
番
号
や
数
字
の

先
頭
に
＋
が
つ
い
た
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
、
支
店
の
職
員
と

連
携
し
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

特殊詐欺を大根絶！

特産野菜﹁宮重大根﹂で啓発活動

▲啓発活動の様子（西枇杷島支店）▲自転車事故の実演を見学する高校生ら▲久茶さんの落語に聞き入る参加者

NEWS & TOPICS みのりん通信
　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
キ
ャ
ピ
タ
ル
部
会
は
12
月
17
日
、

西
春
支
店
で
相
続
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、

会
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
37
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
招
い
た
の
は
、
高
座
名
『
こ
こ
ろ
亭
久
茶
』

こ
と
、
行
政
書
士
き
ざ
き
法
務
オ
フ
ィ
ス
代
表
の

木
﨑
海
洋
さ
ん
。
久
茶
さ
ん
は
、「
落
語
で
学
ぶ
相

続
と
終
活
」
を
テ
ー
マ
に
、
業
務
の
経
験
を
も
と

に
し
た
相
続
や
資
産
継
承
の
問
題
、
対
策
方
法
な

ど
を
例
に
あ
げ
、
落
語
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
久
茶
さ
ん
の
軽
快
な
口
調
に
時
折

笑
い
声
を
上
げ
な
が
ら
、
明
る
く
前
向
き
な
相
続

と
終
活
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　
営
農
部
は
12
月
10
日
、
管
内
の
生
産
者
を
対
象

と
し
た
エ
ダ
マ
メ
栽
培
講
習
会
を
西
春
支
店
で
開

き
ま
し
た
。

　
尾
張
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
の
職

員
を
講
師
に
招
き
、
令
和
７
年
の
栽
培
環
境
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
次
期
作
に
向
け
た
播
種
時
期
検

討
の
必
要
性
や
カ
メ
ム
シ
な
ど
に
よ
る
病
害
虫
被

害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
、
育
苗
時
の
高
温
・
乾
燥
障

害
に
関
す
る
説
明
に
も
耳
を
傾
け
、
メ
ー
カ
ー
が

推
奨
す
る
対
策
用
資
材
の
特
徴
や
施
用
時
期
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

エダマメ栽培講習会

▲講習会の様子

　
12
月
、
名
古
屋
市
熱
田
区
の
熱
田
神
宮
境
内
で

熱
田
神
宮
豊
年
講
と
Ｊ
Ａ
愛
知
中
央
会
主
催
の
第

73
回
農
林
畜
産
物
品
評
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
１
，
９
１
７
点
の
応
募
が
あ
り
、

農
産
・
蚕
糸
、
園
芸
、
畜
産
、
林
産
の
各
分
野
に

お
い
て
技
術
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
管
内
か
ら
は
生
産
者
27
人
が
合

計
69

点
を
出
品
。
審
査
の
結
果
、
11

点
が
入
賞
の

成
績
を
収
め
、
北
名
古
屋
市
の
池
山
鉦
一
さ
ん
が

「
ね
ぎ
」
で
名
古
屋
市
長
賞
を
、
清
須
市
の
小
川
栄

一
さ
ん
が
「
ハ
ク
サ
イ
」
で
熱
田
神
宮
豊
年
講
総

代
賞
を
、
清
須
市
の
加
藤
勲
さ
ん
が
「
小
松
菜
」

で
熱
田
神
宮
み
の
り
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 令和７年

度　
農業感謝祭

第
73回農林畜産物品評会

▲熱田神宮会館で行われた表彰式の様子（12月19日）

　
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
産
地
維

持
を
目
指
し
、
地
域
の
生
産
者
協
力
の
も
と
試
験

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
種
苗
メ
ー
カ
ー
提
供
の
７
品
種

が
栽
培
さ
れ
、
野
菜
予
冷
施
設
に
お
い
て
12
月
25
日
、

関
係
者
14
名
に
よ
る
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
立
毛
の
様
子
、
収
量
・
品
質
な
ど
を

各
審
査
員
が
総
合
的
に
判
断
。
集
計
の
結
果
、
上

位
３
品
種
が
発
表
さ
れ
、
提
供
し
た
種
苗
メ
ー
カ
ー

が
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

生産性向上目指し７品種を試験栽培

ホウレンソウ拠点調査ほ事業

▲審査の様子

　
清
須
市
春
日
宮
重
大
根
純
種
子
保
存
会
は
12
月

18
日
、
野
菜
予
冷
施
設
に
お
い
て
次
期
作
に
向
け

た
種
子
採
取
用
の
母
本
選
抜
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
は
、
清
須
市
や
尾
張
農
林
水
産

事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
の
職
員
が
見
守
る
中
、

床
に
並
ん
だ
数
々
の
宮
重
大
根
に
つ
い
て
姿
・
形

を
吟
味
。
種
子
採
取
用
と
し
て
一
人
当
た
り
５
本

の
宮
重
大
根
を
選
び
出
し
ま
し
た
。

　
同
保
存
会
は
今
後
、
母
本
か
ら
採
取
し
た
種
の

選
別
を
経
て
良
質
な
種
を
十
分
に
確
保
し
、
保
存

と
普
及
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

次期作に向けて母本選抜

清須特産﹃宮重大根﹄

▲母本選抜の様子

・・
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まつり
（８歳・♀）

師勝支店管内

加藤　悦成さん・雪江さんのお孫さん
　　　　　　　えつなり　　　　　　ゆき　え

依藤　凪生くん　５歳
★好きな食べ物：みたらし団子
★お気に入り　：ふわふわのブランケット
★好きな遊び　：ポケモンのゲーム

依藤　紡生くん　１歳
★好きな食べ物：バナナ
★お気に入り　：おもちゃのお金
★好きな遊び　：おままごと

つむ　ぎ

な　ぎよりふじ

兄弟仲良く、感謝の気持ちを素直に

伝えられる子に育ってほしいです�

ーご家族からのメッセージー

ウチの人気者　！

春日支店管内
飼い主：林　礼子さん

ウチの人気者　！

　飼いはじめたきっかけ

　―　保護施設を訪れた際、以前飼っていた子
と同じ犬種に出会い、わが家に迎えました。 

　性格

　―　おとなしくて甘えん坊です。 
　好きな食べ物

　―　何でもよく食べてくれます。ヨーグルトも
好きです。

　可愛いしぐさ

　―　たまにするケンケンです。 
　飼い主さんからひと言

　―　いつまでも元気でいてね�

農をつなぐ

ミニチュア・シュナウザー

れい　こ

　ＪＡ西春日井は、農地の保全と地域農業の担い手育成を図ることを目的にアグリスクールを開

講しています。

　令和７年度は９期生１１名が参加し、講師を務める当ＪＡの営農指導員と同スクールを卒業した

補助員のサポートを受けながら、農業技術の習得に取り組んでいます。

　カリキュラムの中では、栽培した野菜の販売体験も行い、生産者としての将来を見据えた実習

も取り入れるなど、担い手の育成に力を注いでいます。

ＪＡ西春日井 アグリスクール

▲１２月２７日開催 採れたて朝市の様子

▲実習の準備をする補助員

◀就農の経緯や現在の取組について説明する卒業生

　その成果として受講を機にＪＡ西春日井産直部会に登録し、生産者として活躍の場を広げる人も

年々増加。一方、アグリスクールでは、卒業生が補助員として力

を発揮し、講師やスクール生へのサポートを通じて経験を重ねな

がら、自身の農業技術をさらに高めています。

　こうした取組が地域農業の振興に向けた足掛かりとなってい

ます。
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